
特別展「世界遺産の中の土木」 

 

２０１６年１０月１日（土）～１０月３０日（日） 

 
 

立山の南に隣接する立山カルデラ。カルデラ内の荒々しい大自然は私たちに恵みをもた

らすのみならず、時として大きな災害をもたらしてきました。その災害を防ぐために 100
年以上にわたり行われているのが立山カルデラ砂防事業です。現在、富山県では立山砂防

の世界文化遺産登録を目指し、さまざまな活動に取り組んでいるところです。 

本展示では立山砂防事業の文化的価値、そして既に世界遺産登録された文化遺産の中

から、特に立山砂防と比較的性格が近似する遺産として、水管理にかかわる遺産１０件

を紹介しました。期間中、3,647名にご来館いただけました。 

 

 


